
〈盛土面 防草対策工〉
防草土吹付

（現地発生土利用）

〈切土面　法面保護工〉
景観に配慮した着色吹付

〈景観に配慮した公園整備〉
自然斜面 防草土吹付

〈史跡保存整備〉
自然色および着色吹付

概　要
　「Hrソイル工法」は、土系吹付による防草対策工法であり、
自然土および木質繊維質材と酸化マグネシウムを主成分とす
る固化剤を混合し、法面に吹き付けることにより、雑草抑制
や浸食防止を図る環境に配慮した工法である。（酸化マグネ
シウムは、肥料、医療品、食品添加物としても利用され、全
ての自然環境に無害である）
　また、仕上がり面が自然な土砂色であり、被覆面全体が自
然景観になじみやすい。固化材としてセメントを使用した場
合に比べ硬化体は乾燥収縮が起こりにくく、結束材として混
入する木質繊維質材により硬化体のひび割れ抑制と靭性向上
効果がある。また、透水性もあり、背面からの水圧の影響を
受けにくい。
　公共工事では、法面に防草対策としてモルタル吹付工やコ
ンクリート張工を行う工事、景観を重視する公園等における
防草対策工や緩勾配法面保護工に適用ができる。
　施工実績も豊富であり、島根県の「しまね・ハツ・建設ブ
ランド」登録技術（Ａ2101）にも登録をされている。

用　途
１．景観保全や環境に配慮した法面保護工
２．法面の雑草抑制工
３．仮設法面の浸食防止対策工
４．史跡整備事業

特　長
１．モルタル吹付やコンクリート張と比較し、施工目地や側
溝等に隙間が生じにくく、従来の技術に比べ長期間草木の
侵入を防ぐことができる。（道路維持管理費の軽減）

２．真砂土や砂などの自然土を使用するため、自然な仕上が
りになり周辺環境と調和し景観性に優れる。
３．自然環境に対し無害な材料を使用するため、撤去の必要
が生じた場合は金網を取り除き細かくすることにより、植
栽土や盛土材として再利用が可能となり産業廃棄物となら
ない。（産業廃棄物の発生抑制）

標準配合（１m3当たり）

法面工

環境・景観配慮型 土系吹付
Hrソイル工法
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 土木工事／共通工／特集-77

標準断面図（勾配によりラス張の有無の選択が可能） 乾式吹付設備

土　砂 購入土（篩真砂等）
または現地発生土（粒径処理） 1.2m3

酸化マグネシウム系
固化剤 Hrバインダー※1　20㎏ /袋 160㎏

木質繊維質材 サンデーマルチ チップタイプ※2

50L/袋 400L

※１：酸化マグネシウム系固化剤「Hrバインダー」
肥料成分として使われている天然の海水から採れた酸化マグネシウム
を原料とし、表層の土を固化させ雑草の繁茂を防止する土壌固化剤。
※２：木質繊維質材「サンデーマルチ チップタイプ」
エコ製品で、長短の繊維質が絡み合い、流亡に強い被覆層を形成する。
植物繊維であるため保温効果があり、地表面の温度変化を軽減する。
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